
広報まつまえ 平成２０年１月号��

　
　

月　

日
、
松
前
温
泉
休
養
セ

１１

２３

ン
タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
は
、
８
月

　

日
か
ら
約
３
ヶ
月
間
休
館
し
て

２１お
り
、
こ
の
間
、
温
泉
配
管
設
備

の
ほ
か
、
外
装
の
塗
装
や
浴
室
の

窓
や
浴
槽
、
脱
衣
所
の
全
面
改
装

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー

の
顔
と
な
る
新
し
い
看
板
の
除
幕

式
が
小
川
英
貴
さ
ん
（
字
大
沢
）

の
津
軽
三
味
線
演
奏
と
と
も
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
内
に

は
松
前
観
光
協
会
に
よ
る
売
店
も

出
店
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
来
館
し

た
約　

名
の
方
々
を
盛
大
に
迎
え

４２０

て
い
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
函
館
市
の
岩
崎
建

設
（
社
長
吉
村
明
）
か
ら
松
前
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
へ
ユ
ニ
ホ
ー
ム　
１６

着
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
崎
建
設
は
、
今
年
町
内
の
公

共
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
工
事
期

間
中
の
休
日
な
ど
に
社
員
が
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
や
社
会
人
チ
ー
ム
と

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
積
極
的
に
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
工
事
が

終
了
す
る
の
に
伴
い
、
お
世
話
に

な
っ
た
町
民
に
感
謝
の
意
を
示
そ

う
と
岩
崎
建
設
が
掲
げ
て
い
る
地

域
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　

新
し
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
手
に
し

た
少
年
団
の
子
ど
も
達
は
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
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い
て
、
応
募
作
品
千　

句
の
応

３１１

募
の
中
か
ら
銅
賞
に
、
平
成　
１９

年
度
暁
吟
社
俳
句
大
会
に
お
い

て
全
国　

句
の
応
募
の
中
か
ら

３３８

１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
俳
句
の
ま
ち
〜
い
し
か
り
〜

第
３
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
銅
賞
】

　

石
狩
の
川
の 
貌 
し
て
鮭
帰
る

か
お

【
平
成　

年
度
暁
吟
社
俳
句
大

１９

会　

１
位
】

　
 
俎 
に 
秋
冷 
の
水
走
ら
せ
る

ま
な
い
た 
し
ゅ
う
れ
い

　

こ
の
た
び
、「
平
成　

年
度
炎
天

１９

寺
一
茶
ま
つ
り　

全
国
小
中
学
生

俳
句
大
会
」
が
行
わ
れ
、
全
国
及

び
海
外
か
ら
約　

万
４
千
句
の
応

１２

募
の
中
か
ら
白
神
小
学
校
の
３
名

３
句
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
入
選
】

◇
坂
本
琢
磨
く
ん（
白
神
小
４
年
）

　

ス
イ
カ
わ
り
パ
ー
ン
と
一
げ
き

　

い
い
香
り

◇
高
橋
な
つ
み
さ
ん（
白
神
小
３
年
）

　

お
父
さ
ん
き
ょ
う
も
と
っ
た
よ

　

大
ま
ぐ
ろ

◇
村
上
純
平
く
ん（
白
神
小
３
年
）

　

ク
ワ
ガ
タ
が
光
に
あ
つ
ま
り

　

大
会
議

　

ま
た
、川
内
谷
弘
美
さ
ん（
字
白

神
）が
俳
句
の
ま
ち
〜
い
し
か
り

〜
第
３
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
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坂本琢磨くん坂本琢磨くん　　　　　　　高橋なつみ高橋なつみさんさん
村上純平くん村上純平くん


